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予防のポイント 

高温時の作業は極力避け、日陰や風通し

のよい場所で作業 

暑さを避ける 

喉の渇きを感じる前に、こまめに水分・

塩分を補給 

こまめな休憩と水分補給 

複数名で作業を行う、時間を決めて連絡

をとり合う 

帽子や吸湿速乾性の衣服の着用、空調服

や送風機の活用 

熱中症対策アイテムの活用 

 

単独作業は避ける 

 

熱中症対策アイテム 

身体を冷やす 

 

暑い時間帯の作業等が避けられない

ときに活躍 

 

１人作業の備え 

 

やむを得ず１人作業をする際のリスクを

回避したいときに活躍 

 

環境改善 

 

作業場を涼しくしたり、休憩の

質を高めたいときに活躍 

 

ファン付きウェア、ネッククーラー ミストファン 

 

ウェアラブル端末、応急セット 

 

熱中症が疑われる場合には 

01 作業を中断 

 

02 応急処置 

 

03 病院へ 

 

（代表的な症状） 

・汗をかかない、体が熱い 

・めまい、吐き気、頭痛 

・倦怠感、判断力低下 

 

応急処置をしても症状が改善

しない場合は医療機関で診療

を受けましょう!! 

 

・涼しい環境へ避難 

・衣服をゆるめ体を冷やす 

・水分・塩分を補給 

 

今年の夏も高温が予想さ

れています。農作業の際

には熱中症に注意しまし

ょう！ 

農水省ＨＰより抜粋 

https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/siza

i/s_kikaika/anzen/attach/pdf/nechu-25.pdf 
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